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春期に長崎県対馬を南下するハチクマとサシバ

井上勝巳

日本野鳥の会愛媛県支部.〒796-8037愛媛県八幡浜市谷5-356

はじめに

春期のタカ類の渡り調査は各地で実施されているが，秋期の調査に比べると活発ではない．

その理由として，渡りの期間が長いことや記録される種や個体数が少ないこと，渡り経路が

秋期のように明確ではないこと，などがあげられる（井上未発表）．

筆者は1991年より毎年，５月初旬に長崎県対馬を訪れ，対馬北部において数十羽単位の

ハチクマ彫〃is”j”〃sと，サシバＢ"/tzs”伽倣抵を目撃し，島内を南下する様子を観察し

た．この渡りは山形（1996）はじめ，ほかの野鳥観察者にも目撃されている．また，対馬空

港周辺でも南下するハチクマが観察されている（小浮重雄私信)．

このたび，長崎県対馬でハチクマとサシバの春期の渡

り調査を実施した結果，これまでには認識されていない，

図1．調査を行なった長崎県対馬

Fig.１．Sutudysite,Tsushima

lsland,westemJapan．

対馬を経由して南下する渡り経路を確認したので報告す

る．

調査地および調査方法

春期のハチクマの渡り時期は一般的に５月上旬とされ

ており，対馬でも過去に渡りを観察していることから，

1997年５月１日から５月１１日までの１１日間に調査を実

施した．

調査場所は，渡り移動を確認するため対馬の北部と南

部で実施した（図１)．北部の調査は５月４，５，７，９，

１０日に上県郡上県町佐護・神崎（標高81ｍ）で行なっ

た．樟崎は海に面して視野が広く，朝鮮海峡を隔ててプ

サン（釜山）までは約50kｍの距離であり，気象条件が

良ければ灯台やビル群が見えるなど，渡りの調査場所と

して適していた．

南部の調査は５月１，２，６，１１日に実施した．この

うち５月１日は調査場所を探す目的と渡りの概要を把握

するため，対馬南部を移動しながら調査した．下県郡厳

1997年１２月２４日受理
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原町内山・内山峠（標高430ｍ）は北に無石ノ壇山（536ｍ)，南に萱場山（512ｍ）が近いた

め南北の遠望はできないが，東西が開けているため通過個体の確認が容易であり，渡りの調

査場所として対馬南部では最も条件が良かった．しかし，５月２，６日の２日間は雨天と濃

霧のため内山峠での調査を中止し，豆設や内院，浅藻で調査した．内山峠での調査は５月

１１日に実施した．

調査は日の出時刻より開始し，日暮れまでを原則としたが，気象状況により時間を短縮し

た．記録は種や個体数，時刻，進入場所，飛来と飛去の方向，気象状況などとした．観察に

は双眼鏡（8×56）をもちい，移動方向の確認にはオイルコンパスを使用した．

結果および考察

神崎では５日間の調査を行ない，合計でハチクマ87羽，サシバ58羽を記録した（表１）．

ハチクマとサシバは樟崎の北西約１ｋｍ付近の海上や南西方向の海上で確認され，のちに神

崎や周辺の海岸線に進入した．その後は，陸上部を南東から南方向に移動した．観察点の北

側上空で発見する場合もあったが，のちの移動は南方向であった．

このうち，ハチクマはすべての個体が海上から飛来して，南方向へ移動する一方向の渡り

であった．しかし，サシバ６羽（10.3％）がこの方向とは逆に，神崎から北西および北方向

(磁針方位約280。および約290｡～約30｡）の海上へ飛び去るのを確認した．これは，朝鮮半

J;6から渡って来た個体が引き返すのか，南から北上した個体が対馬から朝鮮半島方向へ渡る

のかは不明であった．

対馬南部の調査では，雨天と濃霧の５月２，６日は南部一帯でタカ賊の渡りは記録され

ず，樹上や電柱，低い上空などで一時滞在とみられるハチクマ１羽とサシバ14羽を観察し

た．渡りは５月１日に厳原町安神で，１５時35分以降にサシバ16羽の南下を記録し，厳原町

久和では16時21分以降に，上空を旋回するサシバの群れ20羽を目撃した．久和の群れは対

馬南端であることや夕方であることから，飛び立ち場所付近で滞在するねぐら入り前の個体

炎1．災崎県対馬におけるハチクマとサシバの渡り調ff災ｉ↑

Table１．MigrantHomeyBuzzardsandGrey・iacedBuzzard､EaglesinTsushimawestemJapan．
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と推測した．

内山峠では５月１１日の集計でハチクマ57羽とサシバ12羽を記録した．いずれも北より飛

来してさらに南下したことから，移動方向が北から南であることを確認した．なお，対馬南

端から海上への飛び立ちは未確認である．飛び立ち場所の確認や対馬以南の渡りが壱岐を経

由するのか，進入地点は九州北部なのか，などについては今後の調査課題である．

山田（1997）は本調査と同時期の５月９日から５月１７日まで，韓国から対馬へ渡るハチク

マとサシバを調査し，プサン（釜山）とコジェド（巨済島）でハチクマ512羽，サシバ47羽

が対馬方向へ渡ったことを確認した．この報告と本調査の結果より，春期に韓国から対馬を

経由して南下する，ハチクマとサシバの渡り経路の存在が確認されたといえる．なお，コジ

ェド（巨済島）から飛び立つハチクマとサシバは，対馬南部に向かって飛ぶことから（山田

一太私信)，対馬への進入場所は北部に限定されないと推測する．

山口県北部の日本海に位置する見島では５月上～中旬にハチクマとサシバの観察記録があ

る（塚原1993)．また，1997年５月上旬には約200羽のハチクマが観察され，一部が東方向

へ渡った（門田憲明私信)．このことから，春期に日本海側を北上する渡り経路が存在する

可能性がある．対馬を南下するハチクマとサシバが，見島の渡りと関連するかは不明である

が，春期の渡りを解明するための調査地点として見島は重要である．

また，九州北部の背振山系では西から東へ，熊本県金峰山では北から南へ渡るサシバの記

録がある（井上1997)．報告者は南西諸島を北上する渡り経路以外の存在を予測しており，

対馬を南下するサシバの移動がこの渡りと関連する可能性がある．

西村（1997）によると高知県では，1997年３月２２日から５月３１日にサシバ10,510羽，ハ

チクマ３５羽の渡りが記録されている．サシバは３月２８日から４日７日までに7,877羽

(74.9％）を記録しており，３月下旬から４月上旬が渡りのピークと推測される．対馬では，

春期の渡り時期が異なる可能性も否定できないが，本調査で５月上旬に記録されたサシバ

は，すでにピークを過ぎた渡りと推測される．渡りのピークと考えられる３月下旬から４月上

旬に対馬南部で調査を実施することは，サシバの春期移動を解明するために重要である．な

お，西村（1997）の報告ではハチクマの初認は５月５日であることから，ハチクマの渡り調

査は５月上旬以降も行なうことが適切であると考える．

悼崎では南下するサシバと北上するサシバが観察された．タカ類の渡りで同種が同時期に，

同一場所で交差する事例として，春期に四国北西部の佐田岬半島を東西に渡るハイタカ類の

例がある（井上1993)．この渡りは，四国以北を繁殖地とする個体と朝鮮半島への移動が交

差すると推測されるが（井上1993)，サシバの場合にも繁殖地や渡り経路の違いから，対馬

で南北に交差する渡りが存在する可能性も考えられる．

春期に対馬を南下するハチクマとサシバが，秋期には対馬を北上して朝鮮半島に渡るのか

は不明である．1997年秋期の対馬・内山峠の観察では９月１０日から９月２１日のあいだにハ

チクマ64羽が記録された（馬田勝義私信)．しかし，移動方向については「南への移動以外

に北への移動が観察された．南端からすぐには渡らない個体の引き返しとみられるが，現状
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では渡りの方向について明確に断定できない」とのことであった．

これ以外の資料では，長崎県五島列島・福江島では秋期にハチクマ約8,000羽が西方向へ

渡ることや（山田1994)，1996年10月１０日にサシバ14羽が長崎県生月島を南下したことか

ら（今里順一郎私信)，秋期に対馬を北上する渡りは存在しない可能性が高い．このことか

ら，ハチクマとサシバの一部には，春期と秋期の渡り経路が異なる個体が存在する可能性が

予測される．
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SpringmigmtionofHoneyBuzzardsandGrey≦facedBuzzard-EaglesinTsushima，
NagasakiPrefecture

K3tsumilnoue

EhimeChapteroftheWildBirdSocietyofJapan,Tani5356,YawatahamaFCity,Ehime796-8037.

Thestudyofmigmtionofhawkswasconductedin'1もushima,westemJapanduringMayl-11,

1997．

Iobservedthat87HoneyBuzzardsPｾ〃ｊｓａｐｊ〃0〃ｓａｎｄ５２Ｇｒｅｙ壱facedBuzzard-eagles

B郡jtzs跡γ伽djczusmigratedhFomKoreaduring5days,and6Grey造facedBuzzard-eaglesmigrated

toKoreaduring5daysatSaosaki,northemTgushima・Ialsoobserved57HoneyBuzzardsand

l2Grey証acedBuzzard-eaglesmigratedsouthatUchiyama,southemTsushima

K2y抑0冗愈Ｇ７Ｅ〕h/hcedB"zzzz7zﾒＥｔｚｇＩｅ,Ｈり"eyB””ｱﾒ,沈惣”0",乃妬版加α


